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授業デザイン FIRST STEP Vol.４ ―「振り返り」編― 

                   

１ 本時の学習内容の「振り返り」を行うのは何のため？ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「振り返り」を行う時期や視点 

（１）本時 

「振り返り」は，基本的に毎時間，授業の最後に行いましょう。 

本時の目標に沿った言語活動への取組を通して，何ができるようになったのか，なぜできるようになっ

たのかなど，「振り返り」の視点を設定し，生徒自身が自己評価できるように工夫をすることが大切です。 

 

（２）単元 

単元において適宜，「振り返り」を行いましょう。 

単元において身に付けさせたい資質・能力の育成に一定程度の時間が必要であることを踏まえると， 

単元目標に対する「振り返り」についても一定程度の時間を置いて設定するのがよいでしょう。具体的に

どの段階で，どのように「振り返り」を行えばよいか，以下に示します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視 点 問い掛けの具体例 

目標設定 これからの学習で，更にできるようになりたいことは何ですか。 

目標達成の

ための工夫 

自己目標を達成するために，何を努力したり意識したりすればよいで

すか。 

視 点 問い掛けの具体例 

変容の自覚 これまでの学習でできるようになってきたことは何ですか。  

変容の理由 なぜできるようになったと思いますか。 

今後の見通し 今後，できるようになりたいことや学習を深めたいことは何ですか。 

■単元の終末及び学期末：以下の視点から振り返りをさせる。 

 

■単元の途中段階：以下の指導を行う。 

■単元の開始時点：以下の視点から振り返りをさせる。 

  

生徒自身が，学習の達成度を味わい，学んだ内容を再確認するなど，次時につながる学

習意欲と見通しをもつようにするためです。 

中学校英語科においては，振り返りを通して，言語活動への取組に関して見通しを立て

たり振り返ったりして，自己の学習を自覚的に捉えることができるようにしましょう。 

単 

 

 

元 

学期末 

・振り返りをペア等で読み合わせ，「目標達成のための工夫」について学び合う場

面を設定する。 

・生徒同士で自己目標についてアドバイスし合う場面を設定する。 
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３ 振り返りシートの工夫 

（１）本時の目標に沿った「振り返り」の視点 

「振り返り」を行う際は，視点を明確にした振り返りシートを活用しましょう。 

「振り返り」を書かせる際は，最初から自由記述にするのではなく，本時の目標に沿った「振り返り」の

視点を具体的に示しましょう。 

     

 

                                                                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「振り返り」が困難な生徒に対しての個別の指導  

（２）「振り返り」が困難な生徒に対しては，以下の個別の指導を行うとよいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

・何を書けばよいのか分からない生徒 

 授業中や授業後に対話をしながら，できていることを伝えたり，生徒に質問したりして，より具体的

に振り返りの視点をもたせる。   

・どのように書けばよいのか分からない生徒 

 何ができた/できなかったのか，その理由は何だと思うかなど，「振り返り」で書く文章の構成につ

いて助言を行う。  

視点：変容の自覚と

理由 

視点：今後の見通し 

ホームステイをする際に大切なことについて，相づちを打ったりつなぎ言葉を用い

たりしながら，自分の考えを尋ねたり伝えたりすることができる。 

 

 

 

本時の目標 
（生徒向け） 

振り返り 
(ワークシート

の一部) 


